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一
体
改
革
で
地
方
財
政
は
困
難
を
極
め
て
い
る
現
状
に

あ
り
、
こ
の
基
調
は
今
後
も
続
く
も
の
と
の
前
提
で
、

本
村
に
お
い
て
は
、
長
期
的
視
点
か
ら
こ
こ
数
年
行
財

政
の
基
盤
づ
く
り
を
志
向
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
路
線
を
堅
持
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

原
子
力
セ
ン
タ
ー
東
海
村
は
、
大
強
度
陽
子
加
速
器

の
完
成
に
伴
い
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。
世

界
の
先
進
的
研
究
セ
ン
タ
ー
、
第
二
の
つ・

く・

ば・

「
高
度

科
学
研
究
文
化
都
市
」
に
向
か
っ
て
の
環
境
整
備
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

格
差
社
会
と
言
わ
れ
る
中
、
新
た
な
地
方
行
政
の
課

題
は
、
社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
を
地
域
社
会

が
ど
う
取
り
込
み
、
真
に
豊
か
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
か
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
方
行

政
の
役
割
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
重
み
を
増
し
て
き
て
い

ま
す
。
地
方
行
政
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、
住
民
の
生
活

実
態
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
住
民
の
視
点
に
立
ち
、
使

命
感
を
持
っ
て
村
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
に
つ
い
て

　

地
方
分
権
の
進
展
、
行
政
需
要
の
複
雑
多
様
化
を
展

望
し
、
引
き
続
き
自
治
能
力
の
涵か

ん

養よ
う

に
努
め
て
い
き
ま

す
。
行
政
に
お
い
て
は
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
よ

る
行
政
改
革
の
推
進
、
組
織
体
制
、
人
事
制
度
の
改
善

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
住
民
自
治
に
お
い
て
は
地
域
自

治
体
制
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て
、
昨
年
発
足
し
た
自

治
会
制
度
の
充
実
、
そ
の
基
本
精
神
と
な
る「
自
治
基

本
条
例
」
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
進
め
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
活

動
と
連
携
を
深
め
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
お
い
て
は
、
東
海
村
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画「
レ
イ
ン
ボ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
21
」の
考
え
を

一
歩
進
め
た
条
例
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

大
強
度
陽
子
加
速
器
の
平
成
20
年
度
稼
動
の
受
け
皿

と
し
て
進
め
て
き
た
連
携
大
学
院
構
想
は
、
県
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
と
の
協
議
が
進
展
し
、
本
年
度
は
県
と
連
携
を
図
り
、

実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
茨

城
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
本
村
で
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
」へ
の

第
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
年
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

他
に
新
規
事
業
と
し
て
、
村
民
相
談
室
を
庁
内
に
設

け
、
こ
れ
ま
で
の
村
民
提
案
窓
口
に
加
え
、
ニ
ー
ト
や

フ
リ
ー
タ
ー
と
称
さ
れ
て
い
る
若
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
就
職
相
談
窓
口
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
設
け
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て

　

本
村
に
あ
っ
て
は
何
人
も
差
別
な
く
、
安
心
し
て
生

を
全
う
で
き
る
、
そ
れ
を
保
障
す
る
責
務
が
あ
る
と
自

覚
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
名
称
と
は
裏
腹
に
障
が
い
者
と

そ
の
家
庭
は
経
済
的
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
的
欠
陥
を
是
正
す
る
た
め
取
り
上
げ
た
の
が
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
金
と
食
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
へ
の
福
祉
政
策
が
全
体
的
な
福
祉

行
政
の
中
で
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
か

ん
が
み
、
子
育
て
支
援
の
経
済
的
支
援
策
と
し
て
保
育

　

東
海
村
の
行
政
力
・
財
政
力
・
住
民
の
力
は
確
実

に
向
上
し
て
お
り
、
平
成
19
年
は
東
海
村
の
21
世
紀
に

向
け
て
の「
離
陸
の
年
」と
考
え
て
い
ま
す
。
村
政
運
営

は
、「
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画（
と
う
か
い
21
世
紀
プ

ラ
ン
）後
期
基
本
計
画
」に
基
礎
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ

の
基
本
理
念
が「
人
・
自
然
・
文
化
が
響
き
合
う
ま
ち
」

で
す
。こ
れ
は
日
本
人
に
体
質
化
し
て
い
る
経
済
主
義
、

効
率
主
義
か
ら
脱
却
し
、
人
の
存
在
そ
の
も
の
、
つ
ま

り
人
権
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
換
言
す

れ
ば
人
と
環
境
を
優
先
す
る
行
政
の
推
進
を
目
標
に
掲

げ
た
も
の
で
す
。こ
れ
に
基
づ
き
、村
政
は
福
祉
、教
育
、

環
境
、
農
業
を
４
本
柱
と
し
、
時
代
状
況
を
取
り
込
み

な
が
ら
推
進
し
て
き
た
結
果
、
各
分
野
で
ほ
か
の
自
治

体
か
ら
注
目
さ
れ
る
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
り
、
基
本
理

念
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
根
源
は
住
民
自
治
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

基
盤
づ
く
り
と
し
て
住
民
参
画
、
住
民
と
の
協
働
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
民
自
治
の
受
け
皿
で

あ
る
地
域
自
治
組
織
の
整
備
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

自
治
会
制
へ
の
移
行
、
自
治
会
連
合
会
の
設
立
、
新
た

な
地
区
委
員
会
の
設
立
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

推
進
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
端

緒
を
切
り
開
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
行
財
政
改
革
の
あ
お
り
、
つ
ま
り
三
位

村
政
運
営
の
基
本
方
針

東
海
村
長　

村
上
達
也

離
陸
の
年
〜
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
へ
の
第
一
歩
〜
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料
を
10
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
村
立

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
新
た
に
預
か
り
保
育
事
業
を
開

始
し
、
保
護
者
の
子
育
て
、
就
業
支
援
を
開
始
し
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
開
館
予
定
の（
仮
称
）
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
中
核
機
関
と
し
て
総
合
相

談
・
介
護
予
防
支
援
の
事
業
が
、
ま
た
、
障
が
い
者
の

た
め
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
障
が
い
者

の
生
活
支
援
や
自
立
に
向
け
た
事
業
が
開
始
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
発
達
支
援
教
室
を
開
設
す
る
な
ど
、
高
齢
者
と
障
が

い
者
の
た
め
の
支
援
事
業
を
始
め
ま
す
。

　

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
新
東
海
病
院
は
、
順
調
に
村
民

の
期
待
に
応
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
方
で
厳
し

い
医
療
事
情
は
当
院
も
同
様
で
、
医
師
の
安
定
的
な
確

保
に
苦
労
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
病
院
経

営
が
第
一
で
す
が
、
将
来
的
に
は
医
療
・
保
健
・
福
祉

の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
方
針
で
す
。

教
育
に
つ
い
て

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
学
校
の
主
体
性
を
発
揮
し
て
も
ら

う
た
め
の「
マ
イ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」、
ス
ポ
ー
ツ
の

地
域
普
及
振
興
の
た
め
の「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
、
村
の
文
化
と
自
然
の
保
存
・
保

護
の
た
め
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
へ
の
支
援
事
業
を

新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
白
方
小
学
校
の
建
設
事
業
に
お
い

て
は
基
本
設
計
が
終
了
し
、
実
施
設
計
に
入
り
ま
す
。

同
時
に
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
次

に
予
定
さ
れ
て
い
る
照
沼
小
学
校
の
建
設
は
、
平
成
19

年
度
に
建
設
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
・
検

討
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
対
策
と
し
て
中
丸
小

学
校
と
東
海
中
学
校
の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
解
体
し
、
新

た
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
賃
借
、
ま
た
、
生
徒
の
安
全

を
守
る
た
め
全
小
・
中
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
改

修
、
引
き
続
い
て
の「
日
本
一
き
れ
い
な
学
校
ト
イ
レ
」

を
目
指
し
た
ト
イ
レ
の
改
修
、
村
松
小
学
校
の
体
育
館

の
外
装
改
修
工
事
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か

ね
て
要
望
の
あ
っ
た
久
慈
川
河
川
敷
運
動
公
園
外
側

に
、
２
か
所
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

環
境
に
つ
い
て

　

地
球
温
暖
化
と
い
う
も
の
が
遠
い
先
の
話
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
人
た
ち
も
、
こ
こ
２
、
３
年
の
気
候
変
動

な
ど
に
よ
り
、
否
定
す
る
人
は
無
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
間
に
あ
っ
て
本
村
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
を
取
得
し
、「
環
境
基
本
計
画
」、「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画（
と
う
か
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
）」

を
管
理
運
営
し
た
結
果
、
役
場
本
庁
舎
の
５
か
年
で

の
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
達
成
が
確

実
と
な
り
ま
し
た
。
第
２
次
計
画
で
は
、
本
庁
舎
ば
か

り
で
な
く
事
業
系
施
設
も
適
用
対
象
に
拡
大
し
て
、
向

こ
う
５
年
間
で
さ
ら
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
県
内
で
は
ほ
か
に
先
ん

じ
て
唯
一「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」を
立
ち
上

げ
、
二
酸
化
炭
素
削
減
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
二
酸
化
炭
素
削
減
対
策
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
昨
年
、
本
村
は
県
内
市
町
村
で
初
め
て
の「
茨

城
エ
コ
事
業
所
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」東
海

村
で
、
現
時
点
で
明
ら
か
に
他
市
町
村
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
ご
み
収
集
袋
の
指
定
化
で
す
。
こ
の
目

的
は
、
単
に
費
用
負
担
を
住
民
に
課
す
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
ご
み
分
別
収
集
の
高
度
化
、
再
資
源
化
の
推
進
、

焼
却
処
理
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
、
さ
ら
に

は
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
、
東
海
村
発
足
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
緑
化
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

中
に
は「
緑
地
保
全
・
緑
化
推
進
条
例
」を
制
定
し
、
村

を
挙
げ
て
緑
地
保
全
・
緑
化
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く

体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て

　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
減
農
薬
減
化
学
肥
料
で
の

生
産
な
ど
、
農
業
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
問
題
を
解
く
鍵
は
、
地
域
循
環
、
地
産
地
消

の
推
進
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
19
年
度
は
、
主

に
中
小
農
業
の
維
持
・
育
成
、
地
産
地
消
を
目
標
に
、

安
全
・
安
心
な
農
作
物
栽
培
の
奨
励
、
安
全
・
安
心
な

特
別
栽
培
の
認
証
、
農
産
物
加
工
品
開
発
の
推
進
、
農

業
推
進
地
区
内
の
中
畑
の
解
消
な
ど
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
か
か
わ
る
予
算
は
ま
だ
少
額
で
す

が
、
大
き
く
育
つ
種
を
ま
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

財
政
に
つ
い
て

　

税
金
で
賄
う
普
通
会
計
の
村
債
残
高
は
、
平
成
18
年

度
末
に
84
億
円
、
平
成
19
年
度
末
に
は
78
億
円
の
見
込

み
で
あ
り
、
基
金
残
高
の
総
額
は
、
平
成
19
年
度
末
に

は
約
96
億
円
に
達
し
ま
す
。
歳
入
を
有
効
に
使
え
と
い

う
ご
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
か
つ
て
の

高
度
成
長
期
の
よ
う
に
年
々

歳
入
が
増
加
す
る
と
い
う

時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
観
点
か
ら
将
来
に

備
え
、
し
っ
か
り
と
準
備
金
を
保
有
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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会 計 名
19年度
予算額

18年度
予算額

増減率

一般会計 15,935,000 15,826,000 0.7％
特別会計 9,268,731 8,734,309 6.1％

 国民健康保険事業会計 2,643,000 2,282,000 15.8％
 老人保健事業会計 2,103,000 1,943,700 8.2％

 介護保険事業会計
 保険事業勘定 1,503,950 1,478,700 1.7％
 介護サービス事業勘定 4,471 23,460 △80.9％

 東海駅西土地区画整理事業会計 94,000 94,100 △0.1％
 東海駅東土地区画整理事業会計 126,400 141,100 △10.4％
 東海駅西第二土地区画整理事業会計 304,400 304,400 0.0％
 東海中央土地区画整理事業会計 707,000 654,000 8.1％
 公共下水道事業会計 1,736,000 1,754,300 △1.0％
 公園墓地須和間霊園事業会計 46,510 58,549 △20.6％

企業会計 2,736,349 2,570,462 6.5％
 水道事業会計 1,341,000 934,300 43.5％
 病院事業会計 1,395,349 1,636,162 △14.7％

総　　計 27,940,080 27,130,771 3.0％

《一般会計予算（歳出）》

《一般会計予算（歳入）》

《平成19年度予算総括》　平成19年度当初予算が東海村

議会第１回定例会で可決されまし

た。平成19年度の一般会計予算

額は、対前年度予算比0.7％増の

159億3,500万円です。これに国民

健康保険事業など特別会計予算額

92億6,873万1千円、水道・病院事

業の企業会計27億3,634万9千円を

加えた予算規模は、対前年度予算

比で3.0％増の総額279億4,008万円

となっています。村では、当初予

算のほか、３月末現在と９月末現

在の予算の執行状況や、前年度の

決算状況など、分かりやすい財政

情報の提供に努めていきます。

その他の内訳

利子割交付金 18,000

配当割交付金 16,000

株式等譲渡所得割交付金 22,000

地方消費税交付金 374,000

自動車取得税交付金 68,000

地方特例交付金 39,000

地方交付税 3,000

交通安全対策特別交付金 7,500

財産収入 9,677

寄附金 1

繰入金 34,045

繰越金 200,000

諸収入 129,360

合　　計 920,583

村税その他の内訳
軽自動車税 51,924

村たばこ税 205,326

入湯税 2,071

都市計画税 739,700

合　　計 999,021

その他 920,583（5.7％）

村民税
2,270,406(14.2％）

村税
12,193,127（76.5％）

歳入合計

159億3,500万円
村税その他
999,021（6.3％）

固定資産税
8,923,700(56.0％）

国庫支出金
1,415,867（8.9％）

使用料および手数料 159,952（1.0％）

村債 282,500（1.8％）

民生費
3,308,316
（20.8％）

総務費
2,106,111（13.2％）

議会費
209,454（1.3％）

諸支出金等
522,771（3.3％）

公債費
967,088（6.1％）

教育費
2,954,393
（18.5％）

消防費
581,463
（3.6％）

商工費
141,977（0.9％）

土木費
2,764,035
（17.3％）

農林水産業費 440,638（2.8％）

衛生費
1,938,754（12.2％）

分担金および負担金
　　216,878（1.4％）

県支出金 568,013（3.6％）

地方譲与税 178,080（1.1％）

繰出金
2,426,149（15.2％）

物件費
3,327,191
（20.9％）

人件費
3,794,006
（23.8％）

その他 1,452,424（9.1％）

　　　扶助費
1,121,461（7.0％）

補助費等

その他建設事業費
85,705（0.5％）

　　　公債費
967,078（6.1％）

補助事業費
37,192（0.2％）

単独事業費
1,314,148（8.3％）

目的別歳出

159億3,500万円

性質別歳出

159億3,500万円

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

平成19年度予算の概要
問 合 せ　企画政策部財務課財政担当（☎282-1711　内線1383）

普通建設事業費
1,437,045（9.0％）

1,409,646（8.9％）
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110 140

91億3,900万円

132億9,200万円

129億9,600万円

118億8,300万円

80

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度 121億9,300万円

（億円）

　村税とは、村民税、固定資産税、都市計画税など
村民や村内の企業から徴収する税です。平成16年度
に伸びているのは、固定資産税の増収によるものです。

8 11

6億3,700万円

8億5,900万円

9億1,500万円

9億7,100万円

5

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度 11億2,100万円

（億円）

　扶助費は、社会保障制度の一環として支出される
経費です。児童福祉法、老人福祉法などの法令に基
づくものや、村独自の施策により支出するもので、児
童手当や医療福祉、障がい者への助成などが挙げら
れ、福祉施策の充実などにより年々増加しています。

25 40

46億2,900万円

17億2,800万円

13億300万円

15億9,600万円

10

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度 14億3,700万円

（億円）

　普通建設事業費は、道路や学校等、公共施設の新
増設等に要する経費です。平成15年度の事業費が高
いのは、石神小学校や総合福祉センターの新築工事
によるものです。一般会計のほか下水道事業会計な
どの特別会計でも建設事業を行っています。

100 2000

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

（億円）

　下水道会計は横ばい、企業会計は新東海病院建設
のために平成17年度に上昇していますが、普通会計
は、借入をおこなっている村債の償還が一部終了し
ていることなどにより年々減少しています。

50 100

17億4,900万円

48億3,300万円

64億3,800万円

0

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

（億円）

　基金は、一般家庭では貯金に当たります。財政調
整基金は、年度間の財源の不均衡を調整し、減債基
金は、村債償還の財源を確保する基金です。その他
特定目的基金は、公立学校施設整備基金や緑化基金
など、現在10の基金を設置しています。

　主な歳入は、村税が121億9,313万円で、対

前年度比2.6％、３億900万円の増です。これ

は税制改正による定率減税全廃や所得譲与

税廃止に伴う村民税の増を見込んだためで

す。地方譲与税は1億7,808万円で対前年度比

58.7％、２億5,357万円の減を見込みました。

これは国が進める三位一体の改革により、平

成18年度をもって所得譲与税が廃止となっ

たためです。村債については村松小学校の校

舎屋上防水工事や、東海南中学校の体育館便

所改修工事等に伴い、２億8,250万円を見込

みましたが、対前年度比では12.9％、4,200万

円の減となりました。一方、主な歳出では、

民生費が33億832万円で、対前年度比9.6％、

２億9,100万円の増を見込んでいます。これ

は、０歳児から３歳児未満までの乳幼児加算

制度が創設されたことに伴う児童手当の増な

どによるものです。衛生費は19億3,875万円

で、清掃センター内の施設更新工事やごみ袋

指定開始に伴い、対前年度比3.8％、7,081万

円の増を見込んでいます。また、公債費は9億

6,709万円で、既に借入を行っている地方債の

償還が一部終了したことにより、対前年度比

18.0％、２億1,158万円の減を見込んでいます。

【※１】普通会計：全国各地方公共団体と比較できるよう、一定の基準で会計を区分しなおした会計。

【※２】集中改革プラン：可能な限り目標の数値化や住民に分かりやすい指標を用いて、行政改革を集中的に実

施するための計画（平成17年度から22年度まで）。

30 4020

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

（億円）

　人件費は、人事院勧告による給与の改定や退職者
の増減により、年度間に増減が生じています。集中改
革プランに基づき、人件費の抑制に努めていきます。

普通会計 下水道会計 企業会計

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金

人件費の推移

普通建設事業費の推移

村債残高の推移

基金残高の推移

村税の推移

扶助費の推移

一般会計の解説

96億9,700万円

204億400万円

210億600万円

216億2,300万円

207億5,100万円

※平成15から17年度は決算額、
　平成18・19年度は予算額

《過去５年間の推移》

85億2,900万円

217億2,400万円

32億9,300万円

33億9,900万円

38億8,200万円

37億9,400万円

32億6,100万円

【※２】

【※１】
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平
成
19
年
度
の
主
な
新
規
事
業

　

平
成
19
年
度
の
主
な
新
規
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
関
係

●
公
開
講
座
開
催
事
業（
84
万
５
千
円
）
…「
高
度
科
学

研
究
文
化
都
市
構
想
」に
基
づ
き「
多
元
的
な
文
化
教

育
環
境
の
整
備
」、「
科
学
技
術
と
文
化
教
育
の
融
合
」

を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
原

子
力
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開
講
座
を
茨
城
大
学
と
の

共
催
に
よ
り
、
村
内
で
開
催
し
ま
す
。

●
産
学
官
連
携
事
業（
54
万
７
千
円
）
…「
多
元
的
な
文

化
教
育
環
境
の
整
備
」を
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
村
内
へ
の
大
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
京
大
学
大
学
院
、
茨
城
大
学
大
学
院
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
、
茨
城
県
産
学
官
連
携
施

設
、
村
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
併
設
）

の
設
置
を
茨
城
県
と
の
連
携
の
下
で
進
め
ま
す
。

●
自
治
基
本
条
例
策
定
事
業（
２
０
８
万
円
）…
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
や
実
現
を
図
る
た
め
の
自
治
の
仕

組
み
等
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
条
例
案
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
村
民
相
談
諸
費（
１
５
５
万
３
千
円
）…
村
民
相
談
室

を
設
け
、
住
民
相
談
、
若
者
の
就
労
支
援
・
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
相
談
に
取
り
組
み
ま
す
。

福
祉
関
係

●（
仮
称
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

（
１
７
１
０
万
円
）…
平
成
19
年
７
月
に
開
館
す
る
予

定
の（
仮
称
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理

を
行
い
ま
す
。

●
地
域
生
活
支
援
事
業（
３
８
３
２
万
３
千
円
）…
平
成

18
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お

い
て
市
町
村
必
須
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
、

①
相
談
事
業
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
③
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
④
移
動
支
援
事
業
⑤
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
強
化
事
業
⑥
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事

業
⑦
更
生
訓
練
費
給
付
事
業
⑧
日
中
一
時
支
援
事
業

⑨
社
会
参
加
促
進
事
業―
―

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業（
２
億
２
１
２
３
万
２
千

円
）
…
障
が
い
者
が
、
そ
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
、

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
立
支
援
の
た
め
の
必
要

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
、
障
害
者
セ
ン
タ
ー

で
の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
介
護
・
自
立
訓
練

支
援
な
ら
び
に
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
使
用

料
負
担
金
お
よ
び
食
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
事
業（
３
２
０
万

円
）
…
肺
炎
の
罹り

患
、
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
村
内
在
住
の
70
歳

以
上
の
方
に
対
し
、
接
種
費
用
の
２
分
の
１
か
つ

４
千
円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

教
育
関
係

●
マ
イ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業（
２
４
０
万
円
）
…
各
小
・

中
学
校
ご
と
に
企
画
提
案
型
事
業
を
実
施
し
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
と
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
た
教
育

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
発
達
支
援
教
室
運
営
事
業（
４
８
４
万
３
千
円
）…
村

内
在
住
の
情
緒
・
言
語
障
が
い
を
持
つ
幼
児
・
児
童

な
ど
を
対
象
に
、
養
育
指
導
な
ど
の
教
育
的
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
保
護
者
に
は
継
続
的
な
援

助
・
助
言
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
発
達
へ
の
支

援
を
図
り
ま
す
。

●
白
方
小
学
校
建
設
事
業（
１
億
７
１
６
５
万
１
千
円
）

…
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、
老
巧
化
し

た
校
舎
等
の
移
転
新
築
を
行
い
ま
す
。

●
照
沼
小
学
校
建
設
計
画
検
討
委
員
会
運
営
事
業（
77

万
２
千
円
）
…
老
朽
化
し
た
照
沼
小
学
校
の
現
状
を

把
握
し
、
社
会
変
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
将
来
に

わ
た
っ
て
愛
さ
れ
る
小
学
校
と
は
何
か
を
考
え
、
設

計
者
に
依
頼
す
る
に
当
た
っ
て
の
計
画
方
針
の
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
委
員
会
等
を
開
催
し

ま
す
。

●
預
か
り
保
育
事
業（
69
万
５
千
円
）…
保
護
者
か
ら
教

育
時
間
の
終
了
後
も
預
か
り
保
育
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、
各
幼
稚

園
に
て
、
希
望
す
る
在
園
児
を
対
象
に
通
常
の
教
育

時
間
終
了
後
、
午
後
５
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
行
い

ま
す（
保
育
料
３
０
０
円
／
人
）。

●
文
化
保
存
・
自
然
保
護
活
動
支
援
補
助
事
業（
50
万

円
）
…
文
化
団
体
等
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
文

化
お
よ
び
自
然
の
保
存
・
保
護
活
動
に
要
す
る
経
費

に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
補
助
事
業（
２
０
０
万

円
）…
青
少
年
の
健
全
育
成
・
競
技
力
向
上
や
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
文
部
科

学
省
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本

計
画
」
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
た
東
海
村
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
行
う
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の

設
立
準
備
経
費
お
よ
び
事
業
費
の
一
部
を
２
０
０
万

円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

環
境
関
係
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●
ご
み
袋
指
定
推
進
事
業（
４
４
４
６
万
円
）…
①
ご
み

分
別
の
徹
底
に
よ
る
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
減
量

②
ご
み
分
別
・
資
源
化
な
ど
の
意
識
向
上
③
袋
指
定

に
よ
る
環
境
美
化
の
向
上
④
袋
の
色
分
け
に
よ
る
資

源
物
や
危
険
物
等
の
混
入
防
止―

―

を
目
的
に
ご
み

袋
を
指
定
し
ま
す
。農

業
関
係

●
安
全
・
安
心
な
特
別
栽
培
認
証
事
業（
67
万
円
）…
本

村
農
産
物
の
情
報
提
供
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
そ
れ

に
よ
る
農
家
の
収
益
増
加
を
目
的
と
し
て
、
有
機
栽

培
・
特
別
栽
培
に
よ
る
農
産
物
に
村
独
自
の
認
証
を

行
う
制
度
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
産
物
加
工
品
開
発
推
進
補
助
事
業（
１
５
０
万
円
）

…
本
村
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
農
業
所
得
の
向
上
を

図
る
た
め
、特
産
品
を
開
発
・
販
売
す
る
方
に
対
し
、

そ
の
経
費
の
一
部
と
し
て
年
間
50
万
円
か
つ
３
か
年

を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

●
多
様
な
就
農
者
育
成
補
助
事
業（
１
６
５
万
円
）…
地

産
地
消
の
推
進
を
図
る
た
め
、
定
年
帰
農
者
、
新
規

就
農
予
定
者
、
女
性
農
業
者
、
直
販
所
出
荷
者
等
を

対
象
に
、
野
菜
等
の
栽
培
技
術
を
指
導
す
る
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か
に
対
し
、
平
成
18
・
19
年
度
の
２
か
年
を

限
度
に
事
業
費
の
４
分
の
３
を
補
助
し
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
農
産
物
栽
培
奨
励
補
助
事
業

（
４
０
０
万
円
）…
村
内
に
住
所
を
有
し
、
村
内
の
畑

に
お
い
て
、村
が
指
定
す
る
野
菜（
か
ぼ
ち
ゃ
、ね
ぎ
、

な
す
等
）を
栽
培
し
、
県
が
認
証
す
る「
茨
城
県
特
別

栽
培
農
産
物
認
証
制
度
」
の
認
証
、
ま
た
は
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
制
度
に
よ
る
有
機
農
産
物
の
認
証
を
受
け
た
方

に
対
し
、10
ア
ー
ル
当
た
り
４
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

●
広
野
・
北
原
・
西
光
地
区
農
道
整
備
事
業（
２
５
０
万

円
）
…
広
野
・
北
原
・
西
光
地
区
に
点
在
す
る
中
畑

や
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、
耕
作
道
路
を
整
備

し
、
優
良
農
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

そ

の

他

●
浸
水
対
策
等
工
事
費
補
助
事
業（
１
千
円
）…
罹り

災
し

た
方
に
対
し
、
費
用
の
軽
減
化
を
図
る
た
め
、
住
宅

の
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
浸
水
対
策
等
工
事
に
要
し

た
費
用
の
４
分
の
３
以
内
で
３
０
０
万
円
を
限
度
と

し
て
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
必
要
な
額
を
予
算
措
置
し
ま
す
。

●
雨
水
排
水
対
策
事
業（
１
０
０
０
万
円
）…
既
存
の
排

水
施
設
の
現
地
調
査
・
測
量
を
実
施
し
、
現
状
を
把

握
し
た
上
で
、
浸
水
被
害
の
特
徴
や
原
因
、
降
雨
の

実
態
お
よ
び
地
域
特
性
を
加
味
し
た
整
備
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

●
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
推
奨
事
業（
21
万
７
千
円
）
…

「
多
元
的
な
文
化
教
育
環
境
の
整
備
」を
推
進
す
る
た

め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
に
関
す
る
講
演
会
や
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
愛
好
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
実

施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇一般会計…村民税や固定資

産税など、皆さんが納め

たお金を財源として、福

祉や環境衛生、教育、道

路建設などの事業を行う

中心的な会計。

◇特別会計…特定の事業を行

う場合に、一般会計と区分

して経理するための会計。

◇国庫支出金…村が行う特定

の事業に対して、国から

交付されるお金。

◇県支出金…村が行う特定の

事業に対して、県から交

付されるお金。

◇繰越金…前年度から繰り越

されたお金。

◇繰入金…基金や特別会計か

らの受け入れ金。

◇村債…国や民間金融機関

などから借り入れたお金

（借金）。

◇地方譲与税…一度、国税と

して徴収され、その後、国か

ら村に一定の基準で譲与され

るお金。

◇地方消費税交付金…皆さ

んが納めた消費税のうち、

県から交付されるお金。

◇地方特例交付金…児童手当

の拡充などにより、財源

不足を補てんするために、

国から交付されるお金。

◇議会費…議会運営に使われ

るお金。

◇総務費…全般的な管理事務

や財政･財産管理、選挙な

どに使われるお金。

◇民生費…福祉、医療などに

使われるお金。

◇衛生費…保健衛生、環境衛

生、ごみ、し尿処理など

に使われるお金。

◇土木費…道路、公園の整備

などに使われるお金。

◇消防費…火災・水害予防や

消化・救急救助活動など

に使われるお金。

◇教育費…小・中学校、幼稚

園、社会教育などに使わ

れるお金。

◇公債費…村が借り入れた村

債（借金）の元金や利子の

償還に使われるお金。

財政用語の解説



　

村
で
は
、「
村
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で

き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
」
の
確
立
を
目
指
し
、
そ
の
と
き
ど

き
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
機
構
の
改
革

や
、
運
営
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
、
住
民

意
識
の
多
様
化
、
国
の
制
度
改
正
等
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
機

能
的
な
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
各
部
の
全
般
に
わ
た
る
業

務
を
洗
い
出
し
、
相
互
の
関
連
性
や
従

来
の
組
織
で
の
問
題
点
を
抽
出
し
た
上

で
、
４
月
か
ら
、
大
幅
な
組
織
機
構
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
見
直

し
に
当
た
っ
て
は
、
部
や
課
の
数
が
増

え
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
の「
係
制
」か
ら「
担
当
制
」へ
の

移
行
も
同
時
に
行
い
ま
し
た
。
新
し
い

組
織
機
構
図
に
つ
い
て
は
、
下
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
と
場
所
が
変
更
に
な
っ
た
課
室
が

あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁
の
際
は
、
庁
舎

玄
関
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
配
置
図
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
役
場
行
政
棟
１
階
の
総
合
案
内
、

ま
た
は
役
場
職
員
に
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

村

長

副

村

長

企画政策部
（企画総務部を再編）

政
策
推
進
担
当

企
画
調
整
担
当

政
策
推
進
課

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
と
政
策
審

議
室
を
統
合
）

（
政
策
審
議
室
の
業
務
を
継
承
）

（
企
画
財
政
課
か
ら
移
管
）

財

政

担

当

管

財

担

当

情
報
政
策
担
当

（
企
画
財
政
課
財
務
係
・
情
報
政
策

推
進
係
、
総
務
課
管
財
係
を
統
合
）

（
企
画
財
政
課
か
ら
移
管
）

（
総
務
課
か
ら
移
管
）

（
企
画
財
政
課
か
ら
移
管
）

財

務

課

病
院
開
設
者

（

村

長

）

福 祉 部

管

理

担

当

住

民

担

当

住

民

課

社
会
福
祉
課

福
祉
総
務
担
当

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
地
域
福
祉
係
を
名
称
変
更
）

子
育
て
支
援
担
当

保

育

所（
３
）

児
童
セ
ン
タ
ー

（
児
童
福
祉
係
を
名
称
変
更
）

介
護
福
祉
課

介
護
保
険
担
当

高
齢
支
援
担
当

高
齢
者
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
福
祉
係
を
名
称
変
更
）

障
が
い
支
援
担
当

障
害
者
セ
ン
タ
ー

（
障
が
い
福
祉
係
を
名
称
変
更
）

地
域
支
援
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
設
）

国
保
年
金
担
当

医
療
福
祉
担
当

地
域
医
療
推
進
担
当

保
健
年
金
課

健
康
増
進
室

保
健
セ
ン
タ
ー

村
立
東
海
病
院

（
地
域
医
療
推
進
課
を
担
当
に
移
行
）

経済環境部

環
境
保
全
担
当

生
活
・
安
全
担
当

環
境
政
策
課

環
境
計
画
推
進
室

原
子
力
・
防
災
担
当

原
子
力
対
策
課

農
業
振
興
担
当

農
地
保
全
担
当

商
工
観
光
担
当

経

済

課

（
地
域
農
政
係
、
営
農
振
興
係
を
統
合
）

ご
み
政
策
担
当

業

務

担

当

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

清
掃
セ
ン
タ
ー

衛
生
セ
ン
タ
ー

最
終
処
分
場

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か
い

（
新
設
）

（
新
設
）

総 務 部

住
民
税
担
当

資
産
税
担
当

税

務

課

収
納
管
理
室

（企画総務部を再編）

自
治
推
進
担
当

ハ
ー
モ
ニ
ー･

交
流
担
当

自
治
推
進
課

村
民
相
談
室

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

姉
妹
都
市
交
流
会
館

（
新
設
）

総

務

課

総
務
法
制
担
当

秘

書

担

当

広

報

担

当

検

査

担

当
（
自
治
推
進
課
か
ら
移
管
）

人

事

担

当

給
与
厚
生
担
当

人

事

課

（
研
修
厚
生
係
を
名
称
変
更
）

４月１日から

組織機構を見直しました
～企画総務部、福祉部、建設水道部を大幅に改編！～

8 ●

◆青色の網掛けは、今回見直しを行っ
た部署を示します。また、かっこ内
は見直しの概要です。
◆結果として、見直しは村長部局のみ
となりました。
◆今回の見直しにより、全庁的には「29
課６室59担当制」となりました。

東海村組　織機構図

（
高
齢
福
祉
課
を
名
称
変
更
）

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り「
助
役
」を
名
称
変
更
）



組
織
機
構
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

「
企
画
総
務
部
」と「
政
策
審
議
室
」の
見

直
し

◇
業
務
量
が
増
大
し
て
い
た「
企
画
総

務
部
」
と「
政
策
審
議
室
」
を
一
体
と

し
て
見
直
し
、「
総
務
部
」
と「
企
画

政
策
部
」
に
分
離
す
る
と
と
も
に
、

お
の
お
の
を
強
化
し
ま
し
た
。
な

お
、
筆
頭
部
は「
総
務
部
」
と
な
り

ま
す
。

◇
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
に
対
す
る
就

労
相
談
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど
の
相
談
を
主
な

業
務
と
す
る「
村
民
相
談
室
」を
新
設

し
ま
し
た
。

「
福
祉
部
」の
見
直
し

◇「
高
齢
福
祉
課
」を「
介
護
福
祉
課
」に

名
称
変
更
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で「
社
会
福
祉
課
」で
所
管
し
て
い
た

障
が
い
者
支
援
業
務
を
一
体
と
し
て

所
管
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
19
年
７
月
ご
ろ
に
、
旧
東

海
病
院
が「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
お
よ
び「
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
開
所
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、「
地
域
支
援
室
」を
設
置

し
ま
し
た
。

◇「
地
域
医
療
推
進
課
」
を
一
担
当
と

し
、
福
祉
部
保
健
年
金
課
内
に
配
置

し
ま
し
た
。

「
経
済
環
境
部
」の
見
直
し

◇
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
、
再
利
用

を
政
策
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
ご

み
ゼ
ロ
推
進
課
」を
新
設
し
ま
し
た
。

「
建
設
水
道
部
」の
見
直
し

◇「
都
市
計
画
課
」
を「
都
市
政
策
課
」

に
名
称
変
更
し
、
建
設
水
道
部
内
の

筆
頭
課
、
ま
ち
づ
く
り
の
司
令
塔
と

し
て
強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市

政
策
課
内
に
は「
都
市
施
策
推
進
室
」

を
、
都
市
施
策
推
進
室
内
に
は
緑
化

政
策
を
担
う「
緑
化
推
進
担
当
」を
新

設
し
ま
し
た
。

◇「
建
設
課
」を「
道
路
整
備
課
」に
名
称

変
更
し
、
道
路
の
整
備
・
管
理
体
制

の
一
元
化
を
図
り
ま
し
た
。

「
係
制
」か
ら「
担
当
制
」へ
の
移
行

◇
縦
割
り
の
弊
害
を
除
去
し
、
業
務
量

や
困
難
度
に
応
じ
た
機
動
的
で
柔
軟

な
職
員
配
置
を
行
う
た
め
の
新
た
な

仕
組
み
と
し
て
、「
担
当
制
」を
導
入

し
ま
し
た
。問

合

せ

　

企
画
政
策
部
政
策
推
進
課
政
策
推

進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線

１
３
３
１
）

（事務局長）

事

務

局

議

会

選
挙
管
理
委
員
会

総

務

課

内

固
定
資
産
評
価
委
員
会

税

務

課

内

監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会

（消 防 長）

庶

務

担

当

消

防

担

当

予

防

担

当

甲

部

中

隊

乙

部

中

隊

消

防

課

予

防

課

消

防

署

消
防
本
部

建設水道部

業

務

担

当

管

理

担

当

工

務

担

当

下

水

道

課

都
市
整
備
担
当

緑
化
推
進
担
当

建
築
指
導
担
当

施
設
整
備
担
当

都
市
政
策
課

阿
漕
ヶ
浦
公
園

都
市
施
策
推
進
室

（
新
設
）

（
新
設
）

（
都
市
計
画
課
を
名
称
変
更
）

（
建
設
課
か
ら
営
繕
係
を
移
管
し
名
称
変
更
）

道
路
整
備
課

管

理

担

当

道
路
整
備
担
当

（
建
設
課
を
名
称
変
更
）

（
土
木
係
を
名
称
変
更
）

管

理

担

当

工

務

担

当

区
画
整
理
課

（
駅
東
・
駅
西
地
区
係
、
中
央
地
区
係
を
統
合
）

業

務

担

当

工

務

担

当

浄
配
水
担
当

水

道

課

浄

水

場

排

水

場

村

長

建設水道部

（
会
計
管
理
者
）

会

計

課

出

納

担

当

（教育次長）

サ
ー
ビ
ス
・
管
理
担
当

図

書

館

指

導

室

企
画
総
務
担
当

学
校
教
育
担
当

学
校
教
育
課

幼

稚

園（
５
）

小

学

校（
６
）

中

学

校（
２
）

生
涯
学
習
担
当

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

社
会
教
育
課

中
央
公
民
館

文
化
セ
ン
タ
ー

東
海
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

体

育

館

青
少
年
担
当

青
少
年
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会

教

育

長

● 9

東海村組　織機構図

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
設
置
）
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傍

席

聴

傍聴者数

89人

　

平
成
19
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
が
、
３
月
１

日
か
ら
23
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

村
長
提
出
議
案

　

①
東
海
村
副
村
長
定
数
条
例
な
ど
条
例
関
連
15
件
、

②
平
成
19
年
度
東
海
村
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
関
連

22
件
、
③
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど

そ
の
他
13
件
、
計
50
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

　

①
議
員
の
定
数
を
２
名
減
と
す
る
報
告（
議
員
定
数

調
査
特
別
委
員
会
）
②
平
成
19
年
度
予
算
議
案
計
12
件

を
可
決
と
す
る
報
告（
予
算
委
員
会
）③
地
産
地
消
自
治

体
宣
言
を
求
め
る
請
願
は
不
採
択
と
す
る
報
告（
建
設

経
済
環
境
委
員
会
）―

―

な
ど
計
13
件
は
、
委
員
長
報

告
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

　

①
議
員
定
数
条
例
の
現
在
人
数
22
人
を
20
人
と
す
る

議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
可
決
さ

れ
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
②
電
力
会

社
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
及
び
隠
ぺ
い
に
関
す
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
提
案
は
、
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。③
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
う
、

議
会
に
関
連
す
る
条
例
・
規
則
の
改
正
３
件
は
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

問

合

せ

　

議
会
事
務
局（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１
）

◆問 合 せ　福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

村立東海病院
地域医療を担う　

　専門医の診断や治療の後に、東海病院を受診する患者さまに多い傾向です。

■専門医療とプライマリケア

　先日、首のリンパ節が腫れたため、がんが心配で大きな病院に行き、３時間

も待って受診しましたが、「何でもないよ」と短い診療時間で終わってしまい、

それでも心配だという患者さまが当院に再度来院しました。診察した結果は、

やはり腫れはなく、心配はありませんでした。友人に「がんかもしれない」「友達

で乳がんの人がいた」などと言われたことが心配のもとであったようです。ちなみに、乳がんの

初期で、頚
けい

部
ぶ

のリンパ節に転移することは少なく、周りの人がその患者さまの体のことを考える

と同時に、本人の気持ちをもう少し考えていただければよかったと思います。

　この患者さまには、病気の説明のほかに、リンパ節の腫れを自分で見るときのコツや考え方を

説明しました。専門医は、疾患の検索や追及を行いますが、プライマリケア医は初期診断、患者

背景を考えた疾患の説明、セルフケアの仕方なども説明することが主となります。すぐに大きな

病院で受診する前に、かかりつけ医などの近医を受診することも一つの方法です。

《用語解説》

（※１）…プライマリケアとは、医療機関などによる健康維持や予防医学の面から日常的に健康

管理するもので、普段よくある病気を扱い、これにいつでも対応できる医療サービスのこと

です。個人や家族の健康を持続的に管理し、必要がある場合は専門医に紹介します。また、

医師・薬剤師・栄養士などのチームで地域保健・医療を行うことをプライマリヘルスケアと

いいます。

（※２）…セルフケアとは、自分自身で健康・疾患を管理することで、健康は自分で守るという

ことです。正しい知識を持つこと、食事への配慮、医療の現状把握などが必要です。

（※１）

（※２）

村立東海病院院長　大場義幸病院への上手なかかり方（その19）
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　村では、航空写真を用いて村内の公共機関（避難所等）や原子力施設の

場所、原子力や放射線に関する基本的な内容をまとめた「原子力広報・

防災マップ」を作成し、３月中旬ごろに村内各戸に配布しました。もし、

お手元に届いていないときは、役場総合案内（役場行政棟１階）で無料配

布していますので、どうぞお持ち帰りください。

●問 合 せ　経済環境部原子力対策課原子力・防災担当（☎282-1711　内線1520）

らくらく筋トレ教室
■期　　日 ５月８日から７月31日までの毎週
火・金曜日（全25回）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■対　　象 村内在住の65歳以上の方
■内　　容 身体機能の維持・向上を目的とした
もので、体力チェック、ストレッチ、筋トレ、
音楽に合わせた体操などを行います。
メタボリックシンドローム予防の筋トレ教室
■期　　日 ５月８日から７月31日までの毎週
火・金曜日（全25回）
■時　　間 午前９時30分～ 11時30分
■対　　象 村内在住の40歳以上65歳未満の方
で、医師などから運動を勧められている方
■内　　容 生活習慣病の予防・改善を目的とし

たもので、体力チェック、ストレッチ、筋トレ、
有酸素運動、バランスボールなどを行います。

場　　所
　総合福祉センター「絆

きずな

」の筋力トレーニング室
定　　員

　各15人　※応募者多数の場合は抽選となりま
すが、初めての方を優先します。

参 加 費
　各7,500円（全25回分）

そ の 他
　４月27日（金）の午後１時30分から、医師による
参加判定を含めた説明会を行います。

申し込み
　４月18日（水）までに、保健センター（☎282-2797）
へ申し込みください。

平成19年度前期筋力トレーニング教室参加者募集

■問 合 せ　保健センター（☎282-2797）

筋力トレーニング教室に参加してみませんか？

「原子力広報・防災マップ」は「原子力広報・防災マップ」は
届きましたか？届きましたか？

「原子力広報・防災マップ」は
届きましたか？

「原子力広報・防災マップ」は
届きましたか？

体力測定結果

全身持久力
（どのくらい歩けるか）

握力

調整力
（段差のあるところを歩く速さ）

柔軟性

バランス能力

開始時

修了時

最高値

男性 女性筋持久力（腹筋の回数）

握力

調整力
（段差のあるところを歩く速さ）

柔軟性

バランス能力

筋持久力（腹筋の回数）

全身持久力
（どのくらい歩けるか）

ださい。参加者の平均値を男女別に表したもの

です。どちらも、筋持久力（腹筋の回数）、全身

持久力（どのくらい歩けるか）、調整力（段差の

あるところを歩く速さ）で改善効果が顕著に表

れており、実際にこれまでの教室修了時の参加

者のアンケートにも、「布団から起き上がるの

が楽になった」「少しの段差につまずかなくなっ

た」などと書かれている方が見受けられます。

　自宅で適切な運動を継続的に行うことは簡単

ではありません。皆さんも、筋力トレーニング

教室に参加してみませんか？

村では、生活習慣病や身体機能の改善、寝た

きり予防を目的として『筋力トレーニング教室』

（３か月間）を総合福祉センター「絆
きずな

」の筋力トレ

ーニング室で開催しています。

平成16年４月にこの教室を開始して以来、

約200人の参加者が修了しています。

●筋力トレーニングの効果

　教室では、筋力トレーニングによって筋力

がどのように変化するかを知るため、茨城大学

などの協力を得て、教室の最初と最後に体力測

定を実施しています。体力測定結果表をご覧く
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●見て、触れて、参加する“環境フェスタ”

●大切なのは“冷静な判断力”

●“いつでも、どこでも、誰とでも”スポーツクラブ設立！

２月24日、「とうかい環境フェスタ」が、住民に環境意識

を高めてもらうことを目的に、とうかい環境フォーラム実

行委員会（久保田昌宏委員長）主催により総合体育館で開催

されました。「世界がもし100人の村だったら」の著者・池

田香代子さん（作家）を講師に招いて、「食卓から地球へ平

和な世界へ」と題した基調講演により開幕。会場は、環境

ポスターの展示のほか、ケナフを原料にした紙すき体験や

自転車による発電体験などを楽しむ来場者で大にぎわい。

それぞれ、環境に優しい取り組みに親しんでいたようです。

２月25日、「東海村総合型地域スポーツクラブ設立総会」

がテクノ交流館リコッティで行われ、「東海村総合型地域

スポーツクラブスマイル東海」が設立しました。これは、“い

つでも、どこでも、誰とでも”を合言葉に、スポーツを楽

しみ、健康・体力の維持増進や親
しん

睦
ぼく

を図ることを目的に設

立されたもの。クラブのシンボルマーク発表などに続いて行

われた講演では、日本体育協会総合型地域スポーツクラブ

中央企画員の松澤淳子さんが、「クラブをつくる過程が地域

づくりや人づくりになる」とその役割の大きさを話しました。

２月28日、「第１回東海村ボランティア市民活動セミナー」

が東海文化センターで行われました。今回は、読売テレビ

解説委員として活躍している辛坊治郎さんを講師に迎え、

「人権を侵害しないために～情報の正しい選び方～」と題

した講演を実施。辛坊さんは、阪神大震災の取材・報道の

裏話や人間の心理の面白さについてなど、さまざまなエピ

ソードをユーモアたっぷりに披露しつつ、「正しい情報を

選択するためには、情報の発信源を確認し、冷静に判断す

ることが大切」と語り、約750人の来場者を魅了していました。
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●「親の愛情」、「工夫すること」、「褒めること」
２月16日、「東海村教育振興大会」が東海文化センターで

行われました。これは、学校教育および社会教育に献身的

な努力と多大な功績を挙げた方々に感謝の意を表し、教育

文化の向上発展を図ることを目的としたもの。式典では、

90人および９団体が表彰状を、６人および２団体が感謝

状を、６人が褒状を受賞。続いて行われた「親力で決まる

子どもの将来」と題した講演では、教育評論家の親野智可

等さんによる「子育ては『親の愛情』『工夫すること』『褒める

こと』が大事」との話に、多くの来場者が賛同していました。

●皆さんの健康増進のために
２月19日、「平成18年度県民健康づくり表彰式」が茨城県

庁で行われ、圷優子さん（白方中央在住）が「茨城県知事賞」

を、渡辺美代子さん（舟石川在住）が「茨城県保健福祉部長

賞」を、本多真知子さん（村松在住）が「茨城県食生活改善推

進団体連絡協議会長賞」を受賞しました。この賞は、食生

活改善推進員として、長年、地域の健康づくりに寄与した

ことが認められたもの。３人は、「今後も楽しみながら活

動を続けていきたい。この活動が、村民の皆さんの健康増

進に役立てばうれしいですね」と笑顔で話してくれました。

●新たな人生のスタートを祝う還暦祭
２月24日、東海中学校の昭和38年卒業生による還暦祭が

村松の大神宮で行われました。これは、60歳を元気に迎

えたことや第２の人生のスタートを祝おうと、還暦祭実行

委員会（川﨑和典実行委員長）の主催により行われたもの。

約70人が参加した還暦祭の儀では、各クラス代表男女１

人ずつからの玉串奉天や、神主から祝詞奏上が行われま

した。式典後、懐かしい顔ぶれに話も弾んでいた参加者の

１人は、「還暦を迎えたという実感はない。皆さん若いし、

気持ちが中学生のころに戻りますね」と話してくれました。

左から渡辺さん、村上村長、圷さん、本多さん
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私
が
所
属
す
る「
オ
ー
ル
東
海
ジ
ュ
ニ
ア
」
は
、

創
設
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
総
勢
70
人
を
超
え
る
大
所
帯
と
な
り
、
３

グ
ル
ー
プ（
１
・
２
年
生
、
３
・
４
年
生
、
５
・
６
年

生
）に
分
か
れ
、
監
督
、
ス
タ
ッ
フ
、
コ
ー
チ
陣
、

ま
た
、
父
母
会
と
連
携
協
力
の
下
、
子
ど
も
た
ち

が
野
球
に
打
ち
込
め
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
、
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
い
て
学
童
野
球
茨
城
県
大
会
へ
出
場
、
水
戸
市

近
隣
学
童
野
球
大
会
で
は
、
関
東
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

で
あ
る「
茎
崎
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
に
勝
利
、
ま
た
、

各
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
大
会
で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を

す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
に
よ
り
、
新

た
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
息
子
の
入
団
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
コ
ー
チ

と
し
て
か
か
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。野
球
は
、

「
打
つ
」「
投
げ
る
」「
守
る
」「
走
る
」こ
と
を
メ
ー
ン

に
、ま
た
そ
れ
ら
が
多
種
多
様
な
状
況
に
お
い
て
、

適
切
な
対
応
を
予
測
し
な
が
ら
行
い
、な
お
か
つ
、

ル
ー
ル
も
複
雑
な
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
、

理
解
し
て
も
ら
う
か
、
最
初
は
か
な
り
戸
惑
い
を

覚
え
苦
慮
し
ま
し
た
。
あ
る
時
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
白
球
を
追
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を

見
て
、
純
粋
に
野
球
が
好
き
な
の
だ
と
感
じ
た
の

で
、
ま
ず
、
野
球
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
必
然
的
に
興
味
が
わ
き
、
自
ら
も
っ
と
楽
し
み

た
い（
知
り
た
い
）と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
自
主

的
に
行
動
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

要
す
る
に
、
主
役（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）で
あ
る
子
ど
も

た
ち
自
身
の
、
野
球（
練
習
）に
対
す
る
意
識
を
変

え
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。
一
方
で
、「
教

え
る
」
か
ら「
知
っ
て
も
ら
う
」
へ
と
、
私
自
身
の

意
識
を
変
え
る
と
と
も
に
、
常
に〝
子
ど
も
目
線
〞

で
接
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
正
解

か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
今
後
も
模
索
す
る

こ
と
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
良
い

方
向
に
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
歴
史
を
築
き
上
げ
た
主
体
の
６
年
生
た

ち
は
卒
団
し
、
次
の
代
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
歩
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ８５

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

　
　

【
俳　

句
】

陽
を
浴
び
て
水
辺
に
咲
け
る
ザ
ゼ
ン
草

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

蝋
梅
の
一
山
華
や
ぎ
香
る
風

 

東　

海　

佐
藤　

と
よ

広
す
ぎ
る
四
十
丈
に
春
の
風

 
舟
石
川　

舛
井　

愛
子

折
鶴
に
早
春
の
息
吹
き
こ
め
り

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

夜
桜
を
友
と
眺
む
る
ひ
と
と
き
や

 

船　

場　

島
中　

睦
子

春
山
に
春
蘭
見
つ
け
腰
か
が
む

 

外　

宿　

西
山　

純
一

遠
き
日
の
火
と
も
し
頃
の
花
の
宴

 

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

巡
り
来
て
又
あ
の
花
を
見
に
行
か
ぬ

 

村　

松　

松
本　

正
勝

街
の
灯
も
星
座
に
と
け
し
筑
波
稜

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

冬
鳥
の
去
り
て
一
陣
涅
槃
西
風

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

大
地
よ
り
春
の
芽
ぶ
き
か
躍
動
美

 

豊　

白　

森
永
ひ
ろ
子

　　
　

【
短　

歌
】

ハ
モ
ニ
カ
の
講
習
修
め
て
友
と
乗
る
夜
汽
車
に
語
ら
い

時
を
忘
る
る 

村　

松　

高
橋　

正
弘

 オール東海ジュニアの指導者として
 　   　オール東海ジュニア指導者

白方　西
にし

野
の

　正
まさ

彦
ひこ
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ＶＯＬ .  ９５

今どきの

青少年
　

毎
週
木
曜
日
の
夜
、
私
は
オ
ー
ボ
エ
と
楽
譜
を

持
っ
て
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
と
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
東
海
村
吹
奏
楽
団
の
一
員
と
し
て―

―

。

　

楽
譜
さ
え
読
め
な
か
っ
た
私
が
、
単
な
る
好

奇
心
か
ら
吹
奏
楽
を
始
め
て
５
年
目
の
中
１
の
冬

に
、「
も
っ
と
多
く
の
人
と
演
奏
し
て
み
た
い
」と

い
う
思
い
か
ら
、
私
は
こ
の
楽
団
に
入
団
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
入
団
し
て
み
る
と
周
り
は

ほ
と
ん
ど
大
人
で
、
そ
の
緊
張
感
や
慣
れ
な
い
環

境
の
せ
い
か
、
私
は
い
つ
し
か
初
心
を
忘
れ「
自

分
が
で
き
れ
ば
い
い
や
」
と
、
心
の
隅
で
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
団
員
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
楽
器
を
運
搬
し
た
り
、
世
代
を
超
え
て
互
い
に

教
え
合
う
姿
を
見
て
い
る
と
、
団
員
一
人
一
人
の

「
協
力
し
て
こ
の
活
動
を
よ
り
良
く
し
た
い
」と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
、
私
は「
自
分

だ
け
」
と
考
え
た
自
分
自
身
を
恥
ず
か
し
く
思
い

ま
し
た
。「
こ
の
活
動
は
誰
か
が
つ
く
っ
て
く
れ

る
も
の
じ
ゃ
な
い
。
団
員
た
ち
で
つ
く
り
上
げ
て

い
く
も
の
な
ん
だ
」
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
日
か

ら
、
私
も「
大
人
に
甘
え
ず
に
で
き
る
こ
と
か
ら

積
極
的
に
協
力
し
て
い
こ
う
」と
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
約
１
年
半
後
、
私
は
昨
年
、
初
め

て
受
験
生
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
楽
団

で
は
２
０
０
７
年
３
月
に
第
１
回
の
演
奏
会
を
開

く
こ
と
が
決
ま
り
、
私
を
含
め
た
受
験
生
の
団
員

は
練
習
と
勉
強
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
で
し

た
。
テ
ス
ト
の
前
日
が
毎
回
木
曜
日
で
、「
練
習

に
行
け
な
い
。
皆
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う
」と
、

私
は
申
し
訳
な
さ
と
焦
り
を
感
じ
ま
し
た
が
、
常

任
指
揮
者
の
原
先
生
や
団
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
頑

張
れ
！
」と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
験
が
終
わ
っ
た
今
、
私
は
、
団
員
の
皆
さ
ん
や
、

初
め
て
受
験
生
の
娘
を
持
っ
て
心
配
し
た
だ
ろ
う

に
楽
団
へ
の
参
加
を
認
め
て
く
れ
た
両
親
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
自
分
に
で
き

る
こ
と
、
オ
ー
ボ
エ
の
奏
者
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
団
に
入
っ
て
も
う
す
ぐ
２
年
半
。
私
は
東
海

村
吹
奏
楽
団
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

相
手
の
眼
な
り
き
る
こ
と
は
難
し
き
齢
重
ね
ど
未
熟
な

り
我 

東　

海　

片
野　

紀
夫

亡
き
母
の
年
と
な
り
た
る
い
ま
の
吾
母
の
お
も
い
の
偲

ば
れ
て
悔
ゆ 

船　

場　

村
上
よ
り
子

初
孫
の
梅
の
記
念
樹
丈
伸
び
て
わ
が
庭
隅
に
白
く
咲
き

た
り 

南　

台　

根
本
内
俊
男

暖
冬
と
い
ふ
こ
の
年
に
い
さ
さ
か
の
青
菜
の
類
ほ
ど
よ

く
育
つ 

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

梅
や
桃
患
者
さ
ん
よ
り
い
た
だ
き
て
妻
の
作
り
し
花
瓶

に
生
け
り 
舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

皆
様
に
贈
ら
れ
て
楽
し
鉢
植
ゑ
の
開
花
し
た
れ
ば
水
や

り
楽
し 

船　

場　

中
井
川
し
げ

暖
冬
に
数
多
つ
ぼ
み
の
沈
丁
花
花
咲
き
初
め
て
吾
を
和

ま
す 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

春
の
山
薄
雲
仰
ぐ
ダ
ム
サ
イ
ト
つ
り
舟
ひ
と
つ
風
に
揺

れ
い
る 

内　

宿　

村
上　

文
江

軽
ろ
き
麻
痺
リ
ハ
ビ
リ
兼
ね
て
炊
事
せ
り
包
丁
持
つ
手

に
伝
は
る
よ
ろ
こ
び 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

ふ
し
く
れ
て
み
ず
か
ら
割
れ
し
我
が
手
見
つ
日
記
閉
じ

た
る
今
日
も
幸
せ 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

こ
の
朝
の
冷
ゆ
る
わ
が
庭
黄
の
色
に
山
茱
萸
の
花
は
か

た
よ
り
明
し 

村　

松　

桜
井　

秀
子

街
角
で
偶
然
出
会
う
同
級
生
自
転
車
止
め
て
し
ば
し
語

ら
う 

外　

宿　

小
林
美
代
子

田
仕
事
に
い
で
し
春
の
日
わ
が
近
く
鶯
の
声
し
ば
ら
く

聞
ゆ 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

　
　

【
川　

柳
】

曲
お
わ
り
何
を
ボ
ソ
ボ
ソ
演
歌
歌
手

 

白
方
中
央　

関
口　
　

満

 東海村吹奏楽団に参加して
 　   　日立第一高等学校１年

船場　小
こ

泉
いずみ

　裕
ゆ

加
か

   

エッセー頑張る
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Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

芸
大
・
茨
大
・
筑
波
大
卒
業
修
了
制
作
選
抜
展

４
月
15
日（
日
）
〜
28
日（
土
）

　

新
人
作
家
の
育
成
と
３
大
学
の
学
生
の
交
流
を
目
的

に
、
平
成
18
年
度
の
卒
業
修
了
制
作
作
品
の
中
か
ら
、

油
画
・
日
本
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
の
力
作
10
点
を
展

示
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
や
大
学
の
枠
を
超
え
、
学
生
の

豊
か
な
感
性
と
巧
み
な
技
術
が
競
演
し
ま
す
。（
最
終

日
の
開
館
は
午
後
２
時
ま
で
）

ま
ち
の
交
通
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　

茨
城
県
で
は
、
県
北
地
域（
日
立
市
、
常
陸
太
田

市
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
東
海
村
）
の
目
指
す
べ

き
都
市
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
交
通
施
策
に
つ

い
て
、
県
北
臨
海
都
市
圏
都
市
交
通
戦
略
策
定
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
委
員

会
に
お
い
て
、
将
来
の
交
通
計
画
の
素
案
を
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
閲
覧
を
行
い
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

▽
閲
覧
期
間 

４
月
12
日（
木
）〜
５
月
２
日（
水
）　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▽
閲
覧
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
閲
覧
場
所 

建
設
水
道
部
都
市
政
策
課（
役
場
行

政
棟
２
階
）　

※
茨
城
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
re
f.ib
a
ra
k
i.jp
/b
u
k
y
o
k
u
/

d
o
b
o
k
u
/0
1
cla
ss/cla

ss0
9

）
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
合
せ 

５
月
２
日（
水
）
ま
で（
必

着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明
記
の

上
、
は
が
き
、
封
書
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
、
県
北
臨
海
都
市
圏
都
市
交
通
戦

略
策
定
調
査
委
員
会
事
務
局（
茨
城
県
土
木
部
都

市
局
都
市
計
画
課
内　

〒
３
１
０―

８
５
５
５　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８―

６　

☎
301
局
４
５
８
８

FAX 

301
局
４
５
９
９　

電
子
メ
ー
ルto

sh
ik
ei-

sh
ig
a
ich
i@
p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

）
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

「鹹水槽剥ぎ取り標本」を設置しました
　村松白根遺跡の調査の際に、高エネルギー加速器研究

機構にて作製された「鹹
かん

水
すい

槽
そう

の断面剥
は

ぎ取り標本」（写真）

が、村松コミュニティセンターに展示されています。　

村松白根遺跡からは、釜屋や鹹水槽などが検出されてお

り、塩作りの遺跡であることが分かっています。鹹水槽

とは、濃い塩水をためておく水槽で、塩水が漏れないよ

うに粘土と黒土を張り付けて造られていました。粘土に

は灰や炭化物、貝殻の破片が混ぜられています。その様

子は、標本でも観察することができますので、ぜひご覧

ください。

問 合 せ　教育委員会社会教育課文化・スポーツ振興担当（☎282-1711　内線1423）

写団合同展

５月６日（日）～12日（土）
　ひたちなか市の「フォト・佐野」「柏野写楽会」

「津田写真クラブ」が毎年合同で開催している展

覧会で、今年で４回目を迎えます。撮影会や勉

強会で知識を学び、感性を磨いて撮りためた作

品を厳選して展示しますので、ぜひご来場くだ

さい。（最終日の開館は午後２時まで）

■
問

合

せ　

☎
287
局
３
６
８
０
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学
生
の
た
め
の

納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
い
学
生
の
方
は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け

れ
ば
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
卒
業
し
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
が
学
生
納
付
特
例
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生　
　

　

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下（
収

入
が
１
９
４
万
円
程
度
）で
あ
る
方
。

　

手
続
き
は
簡
単　
　
　

　

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
学
生
証
、
年
金
手
帳
な
ど
を
持
参
の

上
、
国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ

の

他　
　
　

■
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
、

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計

算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
定
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
の
と
き
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜日を

　　　　除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手遊び

　　　　などを行います。

休館日
４月16日（月）・23日 （月）・27日（金）

　　29日（日）・30日（月）

５月３日（木）・４日（金）・５日（土）

　　７日（月）

国
民
年
金

だ

よ

り

図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
ど
も
読
書
週
間

　

４
月
23
日（
月
）
か
ら
５
月
12
日（
土
）
は「
子
ど
も
読

書
週
間
」で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む
こ
と
で
、

読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
の
標
語
は｢

い
っ
し
ょ
に
、

読
も
う
か｣

で
す
。「
子
ど
も
読

書
週
間
」
期
間
中
、
よ
り
一
層
本

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

▼
期　
　

日　

４
月
28
日（
土
）

▼
時　
　

間　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
内　
　

容　

｢

ね
こ
ざ
か
な｣｢

ち
い
さ
な
き
い
ろ
い

か
さ｣

▼
場　
　

所　

館
内
２
階
研
修
室

▼
対　
　

象　

幼
児
お
よ
び
児
童
と
そ
の
保
護
者

新
し
い
雑
誌
が
入
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
図
書
館
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
新
し
く
入
っ
た
雑
誌
を
紹
介
し
ま
す
。
※
カ
ッ
コ
内

は
ジ
ャ
ン
ル
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

▼
図

書

館

　

｢

美
し
い
部
屋｣

（
隔
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

　

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸｣

（
月
刊
・
園
芸
）

　

｢

天
然
生
活｣

（
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

　

｢

ミ
セ
ス｣

（
月
刊
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

｢

和
楽｣

（
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

｢

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ（
日
本
語
版
）｣

（
週
刊
・
政

治
経
済
）

▼
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

｢

毎
日
ラ
イ
フ｣

（
月
刊
・
健
康
）

▼
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

｢

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ｣

（
月
刊
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）

｢

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
１
リ
ビ
ン
グ｣

（
隔
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
）

　

｢

旅
行
読
売｣

（
月
刊
・
旅
行
）

▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
悠
々｣

（
不
定
期
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

　

｢

ガ
ー
デ
ン
＆
ガ
ー
デ
ン｣

（
季
刊
・
園
芸
）

▼
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

｢

３
分
ク
ッ
キ
ン
グ｣

（
月
刊
・
料
理
）

▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
｢

百
楽｣

（
月
刊
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）

　

｢
リ
ラ
ッ
ク
ス
じ
ゃ
ら
ん｣

（
月
刊
・
旅
行
）
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募集

平成 19 年３月１日現在
前月比

世帯数 13,325 世帯  ＋ 22
総人口 35,956 人 ＋ 27
　男 18,062 人 　＋ 15
　女 17,894 人 ＋ 12

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

4・10 号／お知

クアップ／ Apr.

　

ら
せ

ピ
ッ

参加小学生

●期　　日 ７月28日（土）～８月２日（木）

●対　　象 村内在住の小学４年生から６年生

まで（120人）　※初回参加の方を優先します。

●参 加 費 40,000円／人

●申し込み ５月13日（日）の午後２時から３時

まで、中央公民館で受け付けます。

中学生リーダー

●期　　日 ７月28日（土）～８月２日（木）

●対　　象 村内在住の中学２年生（30人）

●参 加 費 20,000円／人

●申し込み ４月19日（木）まで、青少年センター

で受け付けます。

問 合 せ

　青少年育成東海村民会議事務局（青少年セン

ター内　☎282-7049）

「第18回友情の船北海道研修の旅」
参加小学生＆中学生リーダー募集

■日　　時 ５月13日（日）・20日（日）、午前９
時試合開始　※予備日…５月27日（日）

■場　　所 村テニスコート
■対　　象 村内在住・在勤の方
■種　　目 一般男子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ部）、一
般女子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ部）、壮年男子ダブ
ルス（昭和36年12月31日以前に生まれた方）

■参 加 費 3,000円／組
■申し込み ４月21日（土）までに、所定の申し
込み用紙に必要事項を記入の上、村テニス
コートクラブハウス（☎282-8571）へ申し込み
ください。

■問 合 せ 濱口和彦さん（☎287-8021）

テニスダブルス大会参加者募集

●期　　日 ５月７日（月）・14日（月）、６月４日

（月）・11日（月）・25（月）、７月２日（月）・９日

（月）（全７回）

●時　　間 午前10時45分～ 11時30分

●場　　所 総合福祉センター「絆
きずな

」

●対　　象 村内在住の20歳以上40歳未満の

方（35人）

●講　　師 綿引晴子さん（エアロビクスイン

ストラクター）

●参 加 費 無料

●そ の 他 ①申し込み者多数の場合は抽選と

なりますが、初めての方を優先します。②予

約制の無料保育サービスがあります（30人）。

●申し込み・問合せ ４月16日（月）までに、保

健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

楽しく筋トレ！
ステップエクササイズ参加者募集

柔道スポーツ少年団

●活動日時 ①毎週日曜日の午前９時30分か

ら11時30分まで　②毎週水曜日の午後６時

30分から７時30分まで

●場　　所 総合体育館

●対　　象 小学１年生から高校生まで

東海柔道教室

●活動日時 ①毎週日曜日の午前９時30分か

ら11時30分まで　②毎週水曜日の午後７時

30分から９時30分まで

●場　　所 総合体育館

●対　　象 幼児から大人まで

会　　費

　6,000円／年

申し込み・問合せ

　尾崎嗣朗さん（☎282-7056）

一緒に柔道で汗を流しませんか！
柔道スポーツ少年団・柔道教室参加者募集

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
15日(日) 東海クリニック 283-1711
22日(月) 村立東海病院 282-2188
29日(日) 尾形クリニック 282-4781
30日(月) 茨城東病院 282-1151

４月の休日診療日程
■期　　日 ５月９日から７月11日までの毎週
水曜日（全10回）

■時　　間 午前10時～11時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対 象 者 村内在住のおおむね65歳以上の
方（先着30人）　※初参加の方を優先します。

■参 加 費 1,000円／人　
■申し込み・問合せ　４月13日（金）から23日
（月）までに、高齢者センター（☎282-4300）へ
申し込ください。

ウオーキング教室参加者募集

　子どもたちの交流と保護者同士の子育ての輪

を広げる、百塚保育所の育児支援「カンガルー

サークル（春グループ）」が５月から始まります。

●日 程 等

●時　　間 午前10時～11時15分

●場　　所 百塚保育所

●対　　象 生後６か月から１歳までの乳幼児

とその保護者

●内　　容 季節に合わせ、親子で楽しく過ご

します。

●会　　費 無料

●申し込み ４月19日（木）・20日（金）の午前

10時から午後３時まで（正午から午後１時ま

でを除く）に、白方コミュニティセンター（会

議室Ｂ）で受け付けます。

●問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保

育所内　☎270-5660）

カンガルーサークル
会員募集

期　　日 定員
５月８日から７月３日までの毎週火曜日
（全10回）

先着
25組

５月10日から７月12日までの毎週木曜日
（全10回）

先着
25組

　青少年育成東海村民会議では、母と子（０歳

児）が楽しく遊びながら、心豊な子育てを目指

すためのサポート事業「母と子のサロン」の平成

19年度実行委員を募集します。

●対　　象 村内在住で、乳児と接することが

好きな20歳以上のボランティアとして活動

できる方

●申し込み・問合せ ４ 月25日（水）ま で に、

青少年育成東海村民会議事務局(青少年セン

ター内　☎282-7049）へ申し込みください。

青少年育成東海村民会議事業
「母と子のサロン」実行委員募集

　在園児と一緒にいろいろな遊びを体験しなが
ら、友達と遊ぶ楽しさを知ることができます。
■期　　日 ５月２日から平成20年２月13日
までの毎月第１・２水曜日

■時　　間 午後１時30分～２時30分
■場　　所 チューリップ保育園
■対　　象 保育園に入園していない１歳から
２歳までの幼児とその保護者（10組程度）

■内　　容 季節の行事を織り込みながら、リ
ズム遊びや屋外遊びなどを行います。

■申し込み・問合せ ４月16日（月）から20日（金）
までの午前９時30分から正午までに、チューリ
ップ保育園（☎282-3158）へ申し込みください。

子育て支援「ポランサークル」会員募集

　今年行われる｢第29回東海まつり」を、より
一層にぎわいのある楽しい祭りにするため、
新たに実行委員を募集します。あなたの手で
東海まつりを大いに盛り上げてみませんか。
■対　　象 高校生以上の村内在住・在勤の方
■申し込み・問合せ ４月30日（月）までに、東
海まつり実行委員会事務局（☎283-2141）へ申
し込みください。

東海まつり実行委員募集

　歌やおもちゃで元気に遊びませんか？
■活 動 日 ４月から９月までの第４火曜日
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住のおおむね１歳半以上の
幼児とその保護者（40組）
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ ４月16日（月）までに、社
会福祉協議会（☎282-2804）へ直接申し込みく
ださい。なお、応募者多数の場合は抽選とな
ります。

東海村おもちゃランド前期参加者募集
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エトセトラ

交付します
浄化槽設置補助金
●対　　象 村内で①東海村公共下水道事業認

可区域外に設置する②専用住宅に浄化槽を設

置しようとする③平成19年度中に設置工事

が完了する――を満たす方（申し込み多数の

場合は抽選となります）

●補助金額 ①５人槽（床面積140平方メート

ル以下）…342,000円　②７人槽（床面積140

平方メートル超）…414,000円　③10人槽（２

世帯住宅等で、トイレ・風呂・キッチンを２

か所ずつ設置する場合のみ）…537,000円

●申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環

境保全担当（内線1451）で受け付けています。

なお、申請者は、設置する方およびその家族

に限ります。

　村では、環境に優しい「住宅用太陽光発電シス
テム」を設置する方に、補助金を交付しています。
■対　　象 村内の住宅に太陽光発電システム
を設置する方（20基）

■補助金額 出力１キロワット当たり10万円
（１基当たり最大で40万円）
■申し込み・問合せ ４月20日（金）までに、経
済環境部環境政策課環境保全担当（内線1451）
へ申し込みください。なお、応募者多数の場
合は抽選となります。

家庭用生ごみ処理機器の
購入費を補助します
　村では、生ごみの減量化・資源化を目的に、

家庭用生ごみ処理機器（電動生ごみ処理機・コ

ンポスト容器）の購入費を補助します。

●補助金額 ①電動生ごみ処理機…30,000円

を上限に販売価格の２分の１を補助します

（１世帯当たり１台まで）。②コンポスト容

器…１台につき4,000円を上限に、販売価格

の２分の１を補助します（１世帯当たり２台

まで）。

●申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環

境保全担当（内線1451）に申し込みを済ませ、

受け取った整理券と印鑑を持参の上、販売店

で購入手続きを行ってください。

　村内のスポーツ団体などを対象とした公共施

設の利用調整会議を総合体育館で行います。

小中学校体育館・中学校格技場調整会議

●期　　日 ４月17日（火）

●時　　間 午後６時30分から

●対象施設 村内小中学校の体育館および中学

校の格技場

小学校・河川敷グラウンド調整会議

●期　　日 ４月18日（水）　

●時　　間 午後６時30分から

●対象施設 村内小学校のグラウンドおよび久

慈川河川敷グラウンド（ソフトボールおよび

サッカー場）

問 合 せ

　教育委員会社会教育課文化・スポーツ振興担

当（内線1422）

公共施設を利用しましょう！
学校施設・河川敷グラウンド利用調整会議

東海文化センターのグランドピアノを
無料で開放します
　東海文化センターでは、グランドピアノ(ヤ

マハＣＦⅢ－S)を無料開放します。

●利用可能日 ４月21日（土）・25日（水）・29日

（日）、５月12日（土）・15日（火）・26日（土）、

６月６日（水）・22日（金）・30日（土）

●利用時間 平日／午後１時～８時　土・日曜

日、祝日／午前10時～午後５時

●場　　所 東海文化センター

●対　　象 村内在住・在勤・在学の方

●使 用 料 無料（１人１回１時間、２回まで可）

●申し込み・問合せ ４月15日（日）の午前９

時から（財）東海村文化・スポーツ振興財団

（東海文化センター内　☎282-8511）窓口で

受け付けます。なお、空きがある場合のみ、

同日午後１時から電話でも受け付けます。

住宅用太陽光発電システムの設置費用の補助
　菜種油などの廃食油で造られた、軽油に代わ
る燃料（ＢＤＦ：バイオディーゼル燃料）で車を
動かしてみます。ぜひ、ご来場ください。
■日　　時 ４月22日（日）　午後１時～４時
■場　　所 白方コミュニティセンター
■内　　容 ①ＢＤＦを使用したマイクロバス
への乗車やトラクターの運転　②ＢＤＦの製
造工程の展示など
■問 合 せ 岡崎英夫さん（ＮＰＯ法人東海村
菜の花エコプラン　☎090-9688-6449）

地球温暖化対策イベント「廃食油で車が走る!?」
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茨城町●涸沼自然公園
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設
にした公園です。
◆利用期間 ４月25日（水）～10月31日（水）
◆利 用 料 ①オートキャンプ場（56区画）…
１区画5,000円　②テントサイト（最大100
張り）…テント１張り2,000円／タープ１張
り1,000円　③バーベキュー炉（６炉）…１炉
1,500円　④バーベキューのみ…１人100円
（５歳以上）　※別途、入園料200円（５歳以上
15歳以下の方は100円）が掛かります。

◆問 合 せ 涸沼自然公園管理事務所（☎293-
　7441）　茨城町商工観光課（☎292-1111）

高萩市●丹生神社の「棒ささら舞い」
　棒の先に獅子頭を付けた３匹の獅子が、周囲に
幕を回した屋台の中で棒を操り舞うささらです。
◆期　　日 ４月15日（日）
◆場　　所 丹生神社境内（松岡小学校北側）
◆内　　容 棒ささらの演技（①午前10時　②
午前11時30分　③午後１時）、模擬店の出店

◆問 合 せ 矢野正三さん（丹生ささら保存会
事務局　(0293-23-1580）

北茨城市●漁業歴史資料館「よう・そろー」
　祭事船の展示や茨城の漁業、海の伝統文化な
どを分かりやすく紹介する、漁業歴史資料館「よ
う・そろー」が５月１日（火）にオープンします。
◆開館時間 午前10時～午後５時（５月３日以
降は午前９時開館）　※毎週水曜日は休館

◆場　　所 大津漁港内（北茨城市関南町仁井
田789）

◆問 合 せ 北茨城市農林水産課水産振興室
（☎0293-43-1111）

常陸太田市●第19回竜神峡鯉のぼりまつり
　歩行者専用としては本州一の375ｍの長さを誇
る「竜神大吊橋」。一面が新緑に染まる竜神大吊
橋周辺に、約1,000匹の鯉のぼりが竜神峡の空を
雄大に泳ぎます。特に、５月５日（土）には中学
生以下の渡橋料が無料になるなど、ゴールデン
ウイーク期間中は多くのイベントが行われます。
◆期　　間 ４月21日（土）～５月13日（日）
◆場　　所 竜神大吊橋（常陸太田市天下野町）
◆問 合 せ 水 府観光協会（☎0294-85-1116）

水戸市●水戸市長杯第22回綱引大会参加者募集
◆日　　時 ５月20日（日）　午前９時集合
◆場　　所 青柳公園市民体育館（水戸市水府
町864）
◆チーム構成 試合出場者は８人。選手（８人
～ 10人）、監督・トレーナー（各１人）　※計
10人以内は監督・トレーナーの選手兼任可。
◆種　　別 ①一般男子…８人の合計体重が
600kg以下　②一般女子…８人の合計体重が
520kg以下　③男女混合…男女各４人。8人の
合計体重が560kg以下　④小学生…小学５・
６年生（男女混合可、体重制限なし）
◆参 加 費 １チーム…3,000円（小学生チーム
は1,000円）
◆申し込み・問合せ ５月９日（水）までに、水
戸市スポーツ振興協会（水戸市見川町2256　
☎243-0111）へ申し込みください。

日立市●ひたち国際大道芸
日立会場

◆日　　時 ５月12日（土）　正午～午後５時
◆場　　所 ひたちぎんざもーる、パティオモ
ール、日立新都市広場（午後９時まで）など

多賀会場
◆日　　時 ５月13日（日）　正午～午後５時
◆場　　所 よかっぺ通り、多賀市民プラザ

問 合 せ
　日立シビックセンター（☎0294-24-7711）

■期　　日 ４月22日（日）　※雨天決行
■時　　間 午前10時～午後３時
■場　　所 原子力科学研究所、アトムワール
ド、核燃料サイクル工学研究所
■内　　容 施設見学、実験教室など
■そ の 他 来場者全員に記念品を差し上げ
ます。
■問 合 せ 日本原子力研究開発機構東海研究
開発センター管理部総務課（☎282-6045）

東海研究開発センター施設見学会
入場
料

無　
料

■期　　日 毎月第３土曜日　
■時　　間 ①午後１時30分　②午後２時30
分　③午後３時30分 

■場　　所 地域活動支援センター「ふわり」
（ひたちなか市柳沢2831）
■内　　容 心の病気などの相談　※精神保健
福祉士による個別面談です。

■申し込み・問合せ 相談を希望する日の前日
までに、地域活動支援センター「ふわり」（☎
264-1500）へ申し込みください。

費　
用

無　
料「こころのよろず相談」のお知らせ

となりのまちから

イベントガイド
となりのまちから

イベントガイド
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-73

夢は…。“ユニセフ職員”
白方小学校６年●荻

おぎ

野
の

未
み

帆
ほ

　私は将来、ユニセフで働きたいという夢を持って
います。この夢を持ったのは、いろいろなお店で見掛
ける、「ユニセフに協力を」と書かれた募金箱に興味を
持ったことがきっかけでした。
　家に帰り、ユニセフについて調べてみると、今まで
私が知らなかった世界がそこにありました。約11億
人の人々が安全な水を使えず、川や池からくんだ汚い
水を使うために、病気になってしまう子どもが大勢い
ることや、小学校へ通えない子どもが１億2,100万人
もいて、読み書きや計算ができず、きちんとした仕事
に就けないため、貧しい生活から抜け出すことが難し
いことなどを知り、とてもショックを受けました。
　私は、このように困っている人々を助けられたら、ど
んなにうれしいだろうと思いました。今も、世界のど
こかで幼い命が失われています。私は、世界中の子ど
もたちが明るい未来を築くための手助けがしたいです。

ちびっこ
美術館

　

公
園
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
長

男
・
夏な

つ

海み

（
３
歳
７
か
月
）と
、
ハ
イ
ハ
イ

を
し
始
め
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
口
に

入
れ
て
し
ま
う
た
め
に
目
が
離
せ
な
く

な
っ
た
長
女
・
風ふ

う

夏か

（
８
か
月
）と
、
笑
っ

た
り
泣
い
た
り
怒
っ
た
り
し
な
が
ら
、

に
ぎ
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
人
っ
子
な
の
で
、
兄
妹
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
分
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
夏
海
は
風
夏
が
泣
き
出
す
と

手
を
握
っ
て
く
れ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
を

持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な
兄
が

大
好
き
な
風
夏
は
、
い
つ
も
目
で
夏
海

を
追
い
、
夏
海
が
あ
や
す
と「
キ
ャ
ッ

キ
ャ
ッ
」
と
声
を
出
し
て
笑
い
ま
す
。

そ
ん
な
２
人
の
姿
が
ほ
ほ
笑
ま
し
く
、

兄
妹
っ
て
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

東
海
村
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、
１
年

が
た
ち
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
仕
事
を
辞

め
、
専
業
主
婦
に
な
っ
た
私
に
と
っ
て
、

不
慣
れ
な
場
所
で
の
生
活
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
は
、
戸
惑
う
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ず
っ
と
子
ど
も
と
過

ご
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
生
活
は

規
則
正
し
く
」「
し
つ
け
は
し
っ
か
り
」

「
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」な
ど
、
子
ど

も
の
こ
と
は
、
す
べ
て
自
分
が
責
任
を

持
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強

く
思
い
、
夏
海
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

周
り
か
ら
の
評
価
を
気
に
し
過
ぎ
て
い

る
こ
と
に
気
付
き
、
自
分
の
た
め
で
は

な
く
、
子
ど
も
が
居
心
地
の
よ
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
、
独

り
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
周
囲
の

方
々

に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
子
育
て

し
て
い
く
こ
と
で
、
私
の
気
持
ち
も
楽

に
な
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
良
い
環

境
が
で
き
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
子
は
親
の
鏡
」と
い
い
ま
す
。
夏
海

の
言
動
で
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
と
き
、

そ
の
言
動
は
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分
が

行
っ
て
い
る
こ
と
な
の
だ
と
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気
付
か
さ
れ

た
お
か
げ
で
、
そ
れ
を
直
し
て
い
こ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
子
ど
も
が
い
る
か
ら
こ
そ
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
体
験
や
心
を
悩
ま
す

こ
と
を
通
し
て
、
親
と
し
て
も
人
と
し

て
も
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
共
に
悩
み
、
考
え
、

笑
い
合
え
る
夫
、
快
く
支
援
し
て
く
れ

る
私
た
ち
の
家
族
、
気
持
ち
を
共
有
で

き
る
現
在
子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
、
子

ど
も
と
い
る
と
心
温
か
い
声
を
掛
け
て

く
れ
る
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
子
ど
も
と
過
ご
せ
る
毎
日
に
感
謝

し
て
、
楽
し
く
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イルカショー

　幼稚園の遠足で行ったアクアワー

ルドでイルカショーを見たときの様

子を描いてくれた凌介くん（５歳）。

　「イルカがジャンプしているとこ

ろが一番楽しかったよ」と笑顔で話

してくれました。

黒く
ろ

沢さ
わ 

有ゆ
う

紀き

●須和間
幼稚園 飛

とび

田
た

凌
りょう

介
すけ

くん

　　　　　　　　　　　  「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆油インキ」と「古紙配合率100％再生紙」を使用しています。
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